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農耕車は重心が高くバランスを崩しやすいため
○ 路面状況に合わせた速度で走行する。
○ 傾斜のある場所は特に慎重な操作をする。

農耕車は左右独立のブレーキ構造のため
○ 道路を走行するときは、必ずブレーキ連結をする。

万が一、横転、転落した際に農耕車の下敷きにならないために

○ 安全キャップや安全フレーム等の安全装備が整った農耕車を利用する。
○ シートベルトを確実に着用する。
○ ヘルメットを着用する。

周囲が暗くなると農耕車の存在が見えにくくなるため、
明るいうちに作業を終えるとともに

○ 後続車にわかりやすい位置に｢低速車マーク｣や｢反射板｣を取り付ける。
○ 農作業後、反射板等が土等で汚れていないかチェックする。
○ 夕暮れ時は早めにライトを点灯する。

事故事例

※ 公道を走行するには、道路運送車両法の保安基準の適合と車種に応じた自動車運転免許証

（小型特殊自動車・大型特殊自動車）が必要です。

狭路でハンドル操作を誤り転落 夕暮れ時、後続車が追突


